
  

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ混迷 戦争法案 
与党 国民そっちのけで、参院強行採
決か衆院再議決かの押し付け合い 

強行採決許すな！ 
      廃案にむけ全力 
「８・３０大行動＝国会周辺、霞が関・日比谷エリアに１２万人、全国１０００カ所以上の行動」

の大成功は、なんとしても戦争法案を阻止しようという私たちを限りなく励ましました。そしてこ

の法案に不安をいだく国民に安心と展望をもたらしました。そして与党など推進勢力には菅官房長

官らが集会の効果を「国民の中の誤解」と斬ってすてようとするなど大きな打撃となっています。 

８・３０大行動のうえに、今週、来週、再来週のひとつひとつの取り組みを成功させ、安倍政権

を追い詰め、廃案を勝ち取りましょう。与党は混迷し続けています。働きかけは必ず矛盾を拡大し、

廃案に近づきます。 
 

自民党総裁選挙（８日告示２０日投票）では争点隠し─県連への働
きかけは有効 
 

 自民党総裁選挙では、安倍独走の構図がマスコミも含め大きく描かれ、自民党内の言論が封じら

れています。この点で自民党県連への働きかけは、矛盾を広げるうえで、極めて有効と思われます。 
 

明日４日は午後４時間の一般質疑です。傍聴を！ 
 

特別委員会は明日４日（金）には１３時から４時間の一般質疑、８日（火）には１３時から４時

間の参考人質疑がおこなわれます。 

傍聴希望の方々は憲法会議または平井（携帯 080-1306-6303）にご連絡ください。 

 

地方議会 意見書採択は３０８議会（9 月 1 日現在） 
 ５月の法案上程以来の集計で、地方議会の意見書採択は３０９議会（３９都道府県）にのぼって

います（別紙に一覧表）。このなかには自民党や公明党議員や会派の賛成などもあります。 

 ９月議会が始まっているところも多く、国会情勢と結んで、地方議員への働きかけを強めましょ

う。 
 

 

 
２０１５年９月３日（木） 

第５４９号 本号２㌻（地方議

会意見書採択状況資料含む） 

 

 


